
金
滞
古
波
志
巻
十
一

り
。
故
に
六
曲
り
坂
と
い
ひ
し
が
、
後
に
誤
っ
て
馬
坂
と
云
ム
。
と

あ
り
。

此
の
続
非
也
と
亀
尾
記
に
い
へ
り
。
平
次
按
A
Y
る
K
.
此
の

坂
路
の
上
に
牛
坂
と
い
ふ
も
あ
り
。

然
れ
ば
牛
坂
忙
針
し
、
馬
坂
と

は
呼
ぴ
そ
め
た
る
な
ら
ん
か
。
此
の
坂
路
は
林
氏
鷲
峰
文
集
に
減
せ

た
る
央
村
氏
排
心
挺
紀
に
.

一
進
一
退
或
升
或
降

d

鞭
影
鍬
曲
師
連
而

不
ν
断
者
応
援
狂
鞍
也

d

位
者
治
来
者
制
制
不
v
合
=鐙
夜
吋
立
γ
而
不
v
滞
者
浅

野
長
流
也
と
。
此
の
地
溢
の
嵐
長
主
幹
き
載
せ
た
り
。

坂

O 
馬

町

此
の
町
地
は
・
馬
坂
の
上
下
を
い
へ
り
。
元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎

我
許
陀
・
馬
坂
上
新
町
・
馬
坂
下
町
と
の
雨
町
名
を
紀
賊
し
て
、
裁

許
を
分
ち
た
り
o
按
宇
る
に
、
改
作
所
持
出
紀
花
戦
せ
た
る
究
文
二
年

三
月
問
弁
村
肝
煎
等
の
願
牲
に
、
小
立
野
馬
坂
の
上
、
地
子
に
て
家

を
銭
v
作
可
ν
申
回
目
長
奉
ν
存
候
。
左
桜
陀
侠
へ
ば
、
上
自
同
の
所
に
候
問
、

地
子
の
俄
米
K
て
一
歩
K
付
七
合
歩
、
銀
子
陀
て
は
三
分
歩
に
被
a

仰

付
e

可
v
被
ν
下
。
と
見
ね
た
れ
ば
.
銘
文
二
年
務
命
に
依
っ
て
、
此
の

坂
路
の
上
陀
初
め
て
町
中
棋
を
建
て
た
る
都
知
ら
れ
け
り
。
金
保
郡
踏

必
脇
陣

K
も
.
立
文
二
年
の
命
に
依
っ
て
馬
坂
地
子
地
陀
申
拠
出
来
し
た

る
よ
し
紀
紋
せ
り
。
さ
て
坂
路
に
も
迫
々
と
家
屡
を
建
て
た
る
な
る

四

ペ
し
。

O
馬
坂
高
源
院

国
洞
宗
え
な
り
。
貞
・平
二
年
由
来
品
川
u
k
一耳ム
。
開
脱
出
骨
品
先
和
備
は
利
家

卿
の
御
息
女
御
悶
桜
の
御
絵
師
州
な
る
が
般
に・

御
養
子
の
出
家
に
被
v

翁
ν
成
、
過
参
中
よ
り
立
身
出
世
ま
で
御
取
立
被

v成に
付
、
再
品

v奉
vF

厚
恩
-利
常
卿
の
御
立
を
俗
、
流
氷
姶
八
年
の
瓦
格
的
ん
和
併
話
地
大
一
旦

悶
陀
於
て
、
近
藤
甲
斐
下
屋
敷
之
内
千
歩
飴
寺
地
に
申
請
.

二
千
建

立
仕
、
御
編
核
守
本
牟
楽
師
如
来
の
像
井
御
位
牌
を
安
置
し
.
御
縮

様
の
御
院
鋭
陀
総
て
前
源
院
と
放
す
。
然
る
に
高
治
二
年
之
務
右
之

寺
地
被
昌一一召
上
一
共
後
伎
持
代
々
替
地
之
俄
及
品訴
訟
-
候
へ
ど
も
、
替
地

下
波艇…
v
之
故
、
只
今
之
地
に
諮
地
致
し
居
住
。
微
妙
公
之
位
牌
御
茶

湯
料
は
中
村
惣
左
術
門
と
一
耳
ふ
人
寄
附
す
。
と
あ
り
。
按
十
る
に
.

御
瓶
様
は
利
家
卿
第
八
の
息
女
な
り
。
本
務
時
簡
に
、
天
正
十
五
年

誕
生
。
生
母
小
塚
氏
。
長
而
被
vl嫁
=
子
長
寸
左
衛
門
好
速
一
好
遜
死
後

略
=線
中
川
大
附
光
忠
一
光
忠
有
v
放
浪
ι一牧
家
品
開
↓
於
ν
悲
離
別
頃川糊

品化
粧

料
二
百
五
十
夜
↓
元
利
六
年
七
月
六
日
卒
。
三
十
四
銭
。
法
抽
陥
商
源

院
桂
雌
昌
久
大
姉
a

務
喜子
野
悶
山
一
と
あ
り
。

O 
奥

カ

町

此
の
地
は
、
そ
の
か
み
問
弁
村
の
地
内
陀
て
畑
地
な
り

L
E
.
党
文

年
中
間
内
力
士
の
第
地
と
成
り
た
り
。
共
の
頃
奥
力
士
の
錦
地

E
.
此

の
地
と
即
川
石
坂
と
の
雨
地
に
定
め
ら
れ
、
隔
地
共
に
町
名
を
奥
力

町
と
呼
べ
り
。
究
文
七
年
三
月

H
日
の
逮
住
民
、
奥
力
共
今
年
よ
り

一
一
一
ァ
年
之
内
K
.
小
立
野
井
K
泉
川
町
へ
可
品
川越
4

と
見
h
、
背
中
世
見

開
銀
K
は
.
寛
文
七
年
三
月
廿
日
.
惣
興
力
今
年
よ
り
三
ク
年
之
内

陀
.
不
v
油
開
小
立
野
に
紋
a
定
世

-mハ
カ
屋
敷
之
所
b
.
勝
手
次
第
翁
a
引

越
-可
ν
山
叩
回
目
鼠
て
被
=仰
波
吋
と
あ
り
。
闘
都
邑
披
問
答
民
、
小
立
脚
興

力
町
は
、
立
文
七
年
三
月
被
ν
命
.
今
年
よ
り
明
土
ヰ
に
妄
り
.
奥
力

士
一
統
此
所
b
引
移
様
に
相
定
り
、
大
綱
陀
て
渡
り
た
る
由
。
と
あ

り
。
大
組
と
は
人
別
に
て
無
ν
之
.
一
統
の
第
地
を
取
纏
め
‘
幾
千
歩

と
打
込
み
渡
す
を
い
へ
り
。
党
文
七
年
凶
月
脅
荷
台
所
よ
り
算
用
場

へ
の附山
一聞
に
。

今
度
惣
問
問
力
小
立
刻

h
引
越
市
陀
付
而
・
替
地
之
庭
、
経
王
宥
松
原
を

切
.
天
榊
之
上
右
同
断
。
来
る
甘
日
過
可
=
提
出
-
候
僚
.
共
以
前
早
速

な
た
ね
百
姓
手
前
よ
り
苅
取
市
候
桜
可
s
仰
渡
-
候
。
漸
時
分
K
制
見

ね
巾
供
。
作
毛
之
上
相
波
中
候
は
w
九

百
姓
拐
に
可
am岨成
-候

m
.気
温

御
案
内
-
申
入
候
。
以
上
。

金
滞
古
蹟
志
巻
十
一

四
月
十
六
日

御

普

勝

合

所

'!i-

制l

JfJ 

場

改
作
所
開
国
記
に
載
せ
た
る
立
文
六
年
十
月
問
弁
村
肝
煎
書
付
に
‘
四

千
七
百
二
拾
凶
歩
、
立
文
五
年
之
容
問
弁
村
尚
之
内
御
用
屋
敷
に
相

渡
歩
数
。
と
見
ね
、同
八
年
凶
月
普
制
品開
所
の
性
聞
に
.五
百
五
拾
歩

山
崎
額
分
、
京
小
立
野
惣
奥
力
屋
敷
箆
a
御
用
-
・
寸
村
並
肝
煎
相
見
を

以
時
取
。
と
あ
り
。
叉
抑
制
方
切
飽
民
、
問
弁
村
尚
之
内
四
千
七
百

拾
凶
歩
、
冗
文
六
年
御
用
地
引
渡
。
と
見
h
.
ま
た
小
立
野
県
カ
屋

敷
立
文
五
し
軒
目
段
々
相
渡
に
付
、
同
年
よ
り
天
榊
道
之
上
よ
り
馬
板

迄
之
が
け
原
除
地
に
被
=仰
何
一
閃
舟
村
高
之
内
一
石
山
斗
九
到
七
合《い

d

冗
文
五
年
よ
り
引
渡
に
相
成
。
除
地
与
興
力
屋
敷
之
境
目
・
松
・
さ
ん

か
ち
の
木
被
ν
翁
v
拙
垣
被
ν
仰
。
と
あ
り
。
又
改
作
所
奮
記
K
.
究
文

九
年
小
立
野
間
四
力
町
之
後
通
り
除
地
.
的一ニ
聞
に
二
百
九
拾
間
総
.

松
政
三
百
九
拾
本
三
月
廿
五
日
よ
り
槌
始
‘
又
悶
月
頃
四
百
本
穏
拙

付
被
・仰
付
↓
と
あ
り
。
右
後
通
り
の
除
地
と
い
ム
は
‘

奥
力
町
の
尻

地
、
天
一
柳
町
の
方
な
る
が
け
縁
た
る
べ
し
。
此
の
時
植
ゑ
付
け
た
る
訟

木
た
り
け
ん
‘
大
な
る
松
木
E
L
か
し
と
に
残
り
て
今
も
あ
り
と
い

へ
り
。
按
宇
る
に
、
奥
力
士
の
第
地
は
.
潟
治
二
年
十

一
月
居
屋
敷

五




